
背  

景
と
要
因

　

国
の
推
計
に
よ
る
と
、

本
市
の
人
口
は
45
年
後
の

２
０
６
０
年
に
は
６
万
人

を
割
り
込
む
と
推
計
さ
れ

　
“
忍
者
”
と
い
う
他
の
自
治
体
に
は
な
い
、
世
界
的
に
有
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

活
か
し
た
シ
テ
ィ
・
セ
ー
ル
ス
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の
利
便
性

を
支
え
て
い
る
公
共
交
通
を
再
編
し
、
人
口
減
少
に
適
し
た
都
市
構
造
へ
転
換

す
る
こ
と
で
、「
ひ
と
」
や
「
も
の
」
の
新
し
い
流
れ
を
生
み
出
し
ま
す
。

其
の
壱
　
世
界
を
「
忍
者
」
で
魅
了
す
る
！！
　�

　
　
　
　
感
幸
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◦
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業�

５
３
８
万
円

◦
忍
者
活
用
観
光
戦
略
事
業�

２
，７
４
８
万
円

◦
水
口
岡
山
城
発
信
事
業�

１
８
０
万
円

◦�

「
来
て
魅
て
甲
賀
」
観
光
誘
客
促
進
事
業�

５
０
０
万
円

◦�

忍
者
の
ま
ち
観
光
ト
イ
レ
整
備
工
事�

４
０
０
万
円

其
の
弐
　
未
来
モ
デ
ル
の“
都み

や
こ

”を
創
る
！！
　�

　
　
　
　
コ
ン
パ
ク
ト
ビ
レ
ッ
ジ
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

◦�

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
事
業�

１
，３
８
９
万
円

◦�

I
C
O
C
A
改
札
機
導
入
促
進
事
業�

３
，０
０
０
万
円

◦�
三
世
代
同
居
（
近
居
）
等
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業�

４
，７
４
７
万
円

◦�
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
事
業�

１
，４
２
８
万
円

　
誰
も
が
地
域
と
の
関
わ
り
合
い
を

持
ち
、
そ
の
人
ら
し
く
活
躍
で
き
る

場
が
見
つ
け
ら
れ
る
、
安
心
・
安
全

の
「
ま
ち
」
を
追
求
し
、
多
様
な
人

の
多
彩
な
能
力
を
活
か
し
ま
す
。

①
世
界
基
準
の
安
心・安
全
の
推
進

◦�

セ
ー
フ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
推
進
事
業

�

１
，０
５
２
万
円

②
ふ
る
さ
と
集
落
生
活
圏
の
形
成

◦�

小
さ
な
拠
点
形
成
計
画
策
定
業
務

�

５
０
０
万
円

◦�

甲
賀
市
保
健
医
療
計
画
策
定
調

査
事
業�

50
万
円

◦�

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
事
業

�

50
万
円

　
子
ど
も
達
が
、
健
や
か
に
た
く

ま
し
く
成
長
し
自
立
す
る
過
程

を
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
多
世
代

の
見
守
り
・
交
流
の
も
と
で
し
っ

か
り
と
支
え
、「
生
き
る
力
」
の

可
能
性
に
満
ち
た
「
ひ
と
」
を
育

て
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、「
確
か
な
育
ち
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
し
た
、

質
の
高
い
教
育
環
境
を
整
え
て
都

市
部
へ
の
若
者
の
流
出
を
減
ら
す

と
と
も
に
、
進
学
や
就
職
を
機
に

転
出
し
た
人
の
里
帰
り
や
Ｕ
タ
ー

ン
が
進
む
よ
う
、
保
育
や
学
校
教

育
な
ど
を
通
じ
て
、
甲
賀
の
子
ど

も
に
“
ふ
る
さ
と
愛
”
を
醸
成
し

ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実

に
よ
り
、若
い
世
代
の
結
婚・出
産・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
ま
す
。

③�

学
ぶ
子
に
応
え“
生
き
る
力
”

を
育
む

◦�

中
山
間
地
域
か
ら
の
通
学
バ
ス

運
行
調
査
事
業　

�

20
万
円

◦�

確
か
な
学
力
の
向
上
事
業

�

３
，７
２
２
万
円

④
こ
う
か
で
1ワ

ン

モ

ア

m
o
r
e  

bベ
イ
ビ
ー

a
b
y

◦�

結
婚
支
援
事
業�

４
３
０
万
円

◦�

保
育
士
確
保・受
入
れ
充
実
事
業

�

６
６
２
万
円

◦�

い
つ
で
も「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」モ
デ

ル
事
業�

１
，２
４
２
万
円

◦�

第
３
子
保
育
料
無
料
化
事
業

�

２
，４
９
６
万
円

◦�

第
３
子
学
校
教
育
費
支
援
事
業

�

１
，５
９
６
万
円

◦�

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業�

２
億
２
，８
０
０
万
円

◦�

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業

�

１
，４
０
４
万
円

◦�

子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
構
築

事
業�

４
２
３
万
円

◦�

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業

�

３
５
５
万
円

　

若
者
、
女
性
、
高
齢
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
活

躍
の
場
を
提
供
し
、
多
様
な
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
で

安
定
し
た
所
得
を
得
ら
れ
る
よ
う

「
し
ご
と
」
の
選
択
肢
を
つ
く
り

ま
す
。

　

ま
た
、
窯
業
や
農
業
、
医
薬

品
製
造
業
な
ど
の
地
場
産
業
を
世

界
に
発
信
し
、
こ
れ
ら
と
の
連
携

や
、
物
流
至
便
で
災
害
が
少
な
い

と
い
っ
た
操
業
条
件
の
魅
力
を
活

か
し
た
企
業
誘
致
と
起
業
支
援
を

促
す
と
と
も
に
、
U
I
J
タ
ー
ン

を
導
き
ま
す
。

⑤「
活
躍
し
た
い
」を
か
な
え
る

◦�

甲
賀
Ｊ
О
Ｂ
フ
ェ
ア
拡
大
事
業

�

３
５
０
万
円

◦�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

�

２
，３
８
５
万
円

◦�
女
性
の
活
躍
推
進
事
業

�

４
０
０
万
円

◦�

移
住
定
住
促
進
事
業

�
３
０
０
万
円

◦�

都
市
農
村
交
流
事
業

�
８
０
０
万
円

⑥
地
域
の「
稼
ぐ
力
」ア
ッ
プ

◦�

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
推
進
事
業

�

２
０
０
万
円

◦�（
仮
称
）甲
賀
北
地
区
工
業
団
地

整
備
事
業�

３
，２
１
７
万
円

◦�

新
規
就
農
開
発
支
援
事
業

�

５
０
０
万
円

◦�

海
外
販
路
開
拓
事
業

�

５
５
０
万
円

◦�

新
規
就
農
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

人
材
育
成
支
援
事
業

�

３
０
０
万
円

◦�

ふ
る
さ
と
創
業
支
援
事
業

�

４
４
７
万
円

◦�

地
場
産
業
振
興
事
業

�

１
，８
３
５
万
円

　

市
が
策
定
し
た
「
甲
賀
の

國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

人
口
減
少
対
策
に
対
し
、
誰

も
が
日
常
の
生
活
で
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
市
民

幸
福
度
の
高
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
に

し
て
い
ま
す
。

　
基
本
理
念
に
は
、一人
ひ
と

り
が
日
々
の
営
み
に
満
足
や

幸
福
を
感
じ
、
誰
も
が
健
康

で
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
で
あ
り
、
誰
か
が
不

幸
に
苦
し
ん
で
い
れ
ば
温
か

な
手
が
差
し
伸
べ
合
え
る
ま

ち
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
働
く
場
所
が
あ
り
、
や
が

て
家
族
が
で
き
、
子
育
て
や

教
育
、
医
療
、
福
祉
な
ど
切

れ
目
の
な
い
施
策
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
で
地
域
愛
や

郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
も
の
と

市
は
考
え
、
戦
略
的
に
人
口

減
少
に
挑
み
ま
す
。

甲
賀
の
國
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
に
お
い
て
、
最
大
の
課
題
と
な
る
将
来
の
急

激
な
人
口
減
少
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
地
域
創
生
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
次
世
代
が
暮
ら
す
「
元
気
な
こ
う
か
」
を
つ
く
る
た
め
、
平

成
27
年
か
ら
５
年
間
の
集
中
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

戦  
略
の
視
点

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
克
服

に
向
け
て
、
①「
攻
め
」と

「
守
り
」で
、
急
激
な
人
口

減
少
を
避
け
る
、
②
若
い

世
代
の
希
望
に
応
え
る
、

多
様
な
選
択
肢
を
つ
く
る
、

③
地
域
資
源
を
活
用
し
、

地
域
ご
と
の
魅
力
創
生
を

図
る
こ
と
を
重
視
し
、
行

政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
な
が
ら
、
市
民
お

よ
び
産
・
官
・
学
・
金
な
ど

の
総
力
戦
で
人
口
減
少
に

立
ち
向
か
い
ま
す
。

市民幸福度の最大化でわがまち「甲賀」の人口減少に挑む

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
進
む
と
、
市
内
産
業
の
衰
退
や

日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
サ
ー
ビ

ス
機
能
の
低
下
、
子
育
て
世
代
の

減
少
に
伴
う
ま
ち
全
体
の
活
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2010年 2020年 2030年 2040年 2050年 2060年

95000（人）

73,072

78,893

84,014
88,507

▶出生率を1.52から
2.00（2030年）に
▶若者・子育て世帯
の転入を市全体で
毎年100人に
▶2060年の人口を
約73,000人に

92,704
89,523

86,350
82,518

77,973
73,299

67,207

59,565

82,624

75,552

67,706「出生率の上昇」と
「若者・子育て世帯の転入」
「出生率の上昇」
「何もしない場合の人口推計」

甲賀市の
人口目標
（人口ビジョン）

▲保育士等人材バンクの登録を呼びかける現職の保育士

▲甲賀JOBフェアで説明を受ける学生

▲セーフコミュニティの「ゲートキーパー養成講座」

▲上空から見た工業団地予定地

基本施策1
甲
賀
ら
し
い
、

市
民
幸
福
度
の
高
い

「
ま
ち
」を
追
求
す
る

基本施策2
“
ふ
る
さ
と
愛
”を�

醸
成
し
て�

「
ひ
と
」を
育
て
る

基本施策3
域
内
経
済
の�

好
循
環
を
導
い
て�

「
し
ご
と
」を
生
み
出
す

み
ん
な
の
憧
れ
を
集
め
、選
ば
れ
る“
都み

や
こ

”を
つ
く
る

新名神
高速道路 至甲賀

土山 IC

事業区域

4平成 28年 4月 15日平成 28年 4月 15日5


